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床暖房・温風暖房を設置した実居住住宅を対象とした

　　　　　暖房用エネルギー消費量の詳細調査
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　本研究では、2005年1月と2月に居住状態における住宅を対象としてエネルギーの消費量

（暖房出力）の詳細な実測調査を行い、床暖房と温風暖房によるエネルギー消費の実態を明

らかにすることを目的とする。4日あたりの暖房出力は床暖房が404．8脚／日、温風暖房時が

421．3脚／1ヨである。室内外温度差1℃あたりの暖房出力は、床暖房が1．047枷／℃、温風暖房

時が0．956附／℃で床暖房のほうが約5％多い。
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麟研究麗的　　　　　　　　　　　　　　　　　　宅を対象として床暖房時と温風暖房時工ネルギーの消

　放射暖房は主に放射で人体との熱の授受を行うた　　費量（暖房出力）の詳細な実測調査を行い、両者の暖

め、温風暖房に比較して相対的に室温を低く設定す　　房方式によるエネルギー消費の実態を明らかにするこ

ることが出来る。室温が低いということは、壁や窓を　　とを目的とする。

通じて損失する貫流熱が減少し、さらに換気による　　灘　研究の概要

負荷が減少するので、床暖房などの放射暖房は省工　　21葦　・

ネルギーであると言われてきた。しかしながら、床暖　　　図1に解析対象住宅、表1に解析対象性宅の概要、

薦とエアコンで暖房を行った場合の熱収支を解析し、　表2に対象とするエア：〕ンの概要を示す。対象住宅の

比較を行った例は皆無である。　　　　　　　　　　　主な暖房方式は灯油による温水床暖房である。又、工

　本研究では、2005年1月と2月に居住状態での住　　アコンによって暖房を行うことも可能である。エアコ

表1　解析対象住宅の概要
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表2　対象とするエアコンの概要
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冷房　　　　房
巾房ヒ
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kkW〕 冷房 属

エアコン署 0．尋55　　　　0、57 2．8 3．6 6』5 632

エアコン2 0。34　　　　0。尋35 22 2．8 6鴻7 6瀬
※エアコン①はリビング、エアコン②はダイニング、寝蜜、ロフトに設置されている
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ンは暖房時の消費電力がそれぞれ0．57kW、0．435kWの　　電力消費量を室内発熱要素として足し合わぜて室内

2機種であり、リビング、ダイこニング、寝室、ロフト　　総発熱量を算出する。

に設置されている。　　　　　　　　　　　　　　　騒　解析結果

翌2　　測鼠　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．1　エア調ンのCOPの　　止

　1月は、エアコンのみを使用して暖房を行い、2月　　　表4にCOP調査結果とカタログ値を示す。カタ

は主に床暖房による暖房を行い、エアコンは床暖房が　　ログ値に比べ、実使用時のCOPが小さい値を示し

設置されていない部屋での補助暖房として使用する。　ている。表5に1月、2月のエア〕ン出力を示す。1

乞3　測定　ご　　　　　　　　　　　　　　　　　　月はエアコン吹出風量とエアコン吹出・吸込空気の

　エアコンによって暖房を行っている場合には．消費　　工ンタルピーの差から算出したエアコン出力（実測

電力に成績係数を掛けて暖房出力を計算する必要があ　　値）、2月は1月の測定結果から得られた外気温とC

る。エアコンのCOPの測定はCOP簡易測定手法を　　OPの関係より、エアコンの電力消費量にCOPを

用いて行う。式（わにCOP簡易測定手法の式を示　　掛け合わぜたエアコン出力の推定値を示す。住戸全

す。エアコン吹出・吸込空気のエンタルピー差に吹出　　体のエアコン出力は、1月は8928．57醐、2月は

風量を掛けて推定する。吹出風量は、設置時に吹出風　　83尋．92剛である。

速とエアコンの運転設定との関係を明らかとし、吹出

風速によりエアコンの運転状況を判定し、メーカー設

定風量を用いて推定する。

…迎灘贈諜諸レピー嚇犠量…式・）

一　　　　　　　　　　　’　・
　2005年1月に行ったCOP調査の結果から、　CO
Pを消費電力、風量、外気温を媒介変数として統計解　　　　　　　　　　　　　1　　　　3F平面図

析ソフトSPSSによって重回帰分析し、2月に補助的
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吏用したエアコン出力を推定する。さbに、床暖房

{イラーのエネルギー効率（83．9％）、室内で発生

體d力を含め、暖房方式の異なる謹月と2月の総暖

ｵ力を比較する。外気温は、気象庁電子閲覧塞（文

S）で公開されている、対象住宅が建設されている

ｽの値を用いる。表3に室内で発生する発熱機器一

�ｦす。各工アコンの発熱量、床暖房に使われてい

囑禛{イラの発熱量、室内の家電機器で消費される

@　　　表3　室内熱量発生機器一覧
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3。2　鉄　と　気温、　内の潰定士　　　　　　　　室内総発生熱量と外気温の関係を示す。室内総発生

　図2に室内発生熱量と外気温、室内温度の変化を　　熱量とは、エアコン出力、家電機器の消費電力、床暖

示す。室温は1月は18℃～23℃、2月は12℃～22℃　　房の出力の合計である。外気温と室内総発生熱墨に

の範囲である。概ね明け方6時～7時、夜間団らん時　　は相関が見られず、1月は223～53錨J／臼、2月は

の20時～22時の発熱量が多い。図2に一Bあたりの　　282〈・55襯」／日である。図3に室内発生熱量の総和

　　　　表4　COP調査結果とカタqグ値　　　　　　　　表5　竃月、2月のエアコン出力

測定期間
CO沿

カタログ値 実使用時
アコン筆 2◎◎5　1　欝　～3旧 6．32 3．24

アコン2 2◎05　誰　1賢～3旧 6．尋4 3．55

リビング ダイニング 寝室 顯整 ロフト 出力：計

礪（8日～3旧） 53尋7£7 3353．47 22724‡ 一 一 8928．57

2月（旧～28日） 227．39零 ！39．03零 38521零 一 83．29寒 834£2

：柵

‡二推定値
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）　2月（2月1員～28日〉

　　　　　　　　　　　　　　図2　室内発生熱量と外気温、室内温度の変化

　15　16　17　1呂　19　2°　．21　22　　12　13　14　15　16・　1了　1慧　19　　　　　　　　　　　室内外灘度差　　　　　　　　　　　・　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室内外温度差

　　　　　（1）　1月（エアコン暖房）　　　　　　　　　　　　　　　〈2）　2月（床暖房）

　　　　　　　　　　　　　　図3　室内発生熱量の総和と窪内外温度差の関係
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ll鵜欝雛義繰裟繍講器鑑蝋＆）

発羅36瀾／㍑）を加蓮ものである・柵あたり（網日あたりの暖房出力は床驕が縦8襯日、

積あたり廃内外温蹉1℃あ塑醗生鰻よエほうが緬％多い結果となった．
刀ン騙時は5・72KJ／（C°h°m＞・磐爾では・（3）侶あたりの囎コストは床驕時が1082円／

羅謝義瓢濃畿畿し欝贈罰騨灘晶是襲鞭墜熱
2回の実賄果では・床暖購の方が欄程度の暖が2．798円／℃h、温鷹繭が2。747円／℃hとな
屑エネルギ　が髄しているといえ墾表8に帽・り、わずかであるが床8遷房のほうが高い．但幡気

鉾の騙盤蛎す・エアコン臨の譲月と床暖代、灯油代の変動によりこの値は変化する．

係なく．概ね一定であり、室内外温度差に応じてエア

諜獺懲灘陛2（艮【垂房）lll芸一8曲
表6駐宅内で発生した月麟総発羅を那す・となり、わずかであるが床騙の方が多い．

雪灘欝撫縦驚野集鞭灘実謹宅を対象として床暖房時とエアコンによる

観する灯油の燃耀峰（灯測1乃トルあたりの温鷹醗肛ネノレギー消鰹の実測言踏を行った．

房の2月を比較すると．1月の方が1Eiあたりの暖
房料金は129円高い。表7に示す測定期間中の積算室　　ζ謝辞】

内外温腱を鋪すると、　　　　ま査鰻瓢灘瀦灘鷲嚢李岬力を得

1月 2月

電 戦9，0◎8 ￥9，3質

灯油 ￥56 ￥2⑪，979 瓢1月一2月

1月wり ￥29，06尋 ギ30，29◎ ≒伺，226

壌日’り ￥1，2月 判，082 ￥129

　　　表8　肇月、2月の暖房料金　　　　　　鯵考文献】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1）赤林伸一、坂ロ淳、石山洋平：「家電用機器のエネルギー

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　消費実態　1）実測調査に基づく家庭用工アコン、冷蔵庫、待

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機電力の実態」、エネルギー・資源、Vo】．25，　No．5，2004年

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）村上周三、赤林伸一、絵内正道、吉野博、飯電昭彦、坊

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　垣和明、鉾井修一、渡辺俊行、坂ロ淳：r住宅を対象とした
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エネルギー消費薫の測定シスチムの開発研究」、日本建築学

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会技術報告集第22暑、2005鐸
注〉鞭計算は・職17年12月現在の単価で計算・　　3）浅間英慰赫榊＿、坂醇、融洋平、佐藤久遠：啄
　電力：12鰍踊まで　　　栂円騒銭／K騨h　　　　　　　　庭用工アコンの実使用時における成績係数に関する調査研究

　　　121～300K臨まで19需勝銭／K蜘　　　　　　　　その3　長期計測におけるエアコンの成績係数について」ぐ

　　　30◎勧以上は21円60銭／糊　　　　　 日本藤学会北陸支部研究報告集第48号、2005年
灯油・60円備　　　　　　　　　　4）URL：httP：／／，，w．d、t、，ki、h。u。9。．lp／

表6　住宅の室内総発生熱量

室内消費電力
@　［MJユ

エアコン出力

@卿」］
灯油
mMJ】

月積算総発生熱量
@　　［MJ］

1日当たりの総暖房出力

@　　［MJ／団
1月（8日～3旧）

@温風暖房
1183．0◎ 8928．57 10111．58 421．32

2月（旧～28墜

@　床暖房
肇138，70 834．92 936署。85 11335．魂7 404．8違

表7　蜜内外温度差電℃あたりの発生熱量
、

月積算室内発生熱量
@　翻／虎（）］

積算室内外温度差
@　　［℃h］

塞内外温度差1℃当たりの熱出力
@　　　　脚／℃］

　単位面積、室内外温度瓢、
B℃あたり、1時間あたりの発生熱

@　　量［KJ／℃・h・㎡］

1月8日～頷日
@温風暖房

10111．58 10579．28 0，956 5．72

2月旧～28臼
@　床暖房

11335．47 10824．86 1，047 6．27
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